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●豊島区補助金締切間近！
●豊島税務署よりお知らせ

●ファーマーズマーケット 出店者募集中！
●内職求人登録企業 募集中！

区内事業者の皆さまに対し、ビジネス展開を支援するため、
販売促進費やデジタル化推進経費、専門家相談に関する経費、

複数事業者によるコラボ商品開発に対する経費の一部を助成します。

＜申請受付期間＞

○令和6年5月13日～令和7年1月31日(金)

※詳しい申請期間は、QR先のHPをご覧ください。

※申請前に必ず申請要領とFAQをお読みください。

経営安定
支援事業

＜各コースの詳細＞

＜申請・問い合わせ先＞
豊島区 文化商工部 生活産業課 補助金担当

〒171-8422 豊島区南池袋2-45-1 豊島区庁舎7F （としまビジネスサポートセンター）
電話:03-5992-7022 FAX：０３-５９９２-７０２３

※様式のダウンロードは豊島区HPをご覧ください。 豊島区HP＞まちづくり・環境・産業＞産業

開業支援事業補助金
https://www.city.toshima.lg.jp/122/machizukuri/sangyo/kigyo/019176.html
経営安定支援事業補助金
https://www.city.toshima.lg.jp/122/machizukuri/sangyo/kigyo/019174.html
コラボチャレンジ支援事業補助金
https://www.city.toshima.lg.jp/122/machizukuri/sangyo/kigyo/019175.html

豊島区独自補助金 ～３つのコース～

●豊島区中小企業の景況（2024年7月～9月）

開業
支援事業

コラボチャレンジ
支援事業

https://www.city.toshima.lg.jp/122/machizukuri/sangyo/kigyo/019176.html
https://www.city.toshima.lg.jp/122/machizukuri/sangyo/kigyo/019174.html
https://www.city.toshima.lg.jp/122/machizukuri/sangyo/kigyo/019175.html


マイナンバーカードでe-Tax
書かない 確定申告

豊島税務署

すでに

70％約 の方が

e-Taxで
申告しています!!

いつでも どこでも
初めてでも 安心♪

マイナポータル連携で

控除証明書等のデータが

自動入力できる！

マイナポータル連携
の詳細はこちら

※ご利用には事前準備が必要です

確定申告書等作成コーナーなら

金額等を入力するだけで

自動計算で申告書が完成！

ｚｚｚｚｚｚｚ
ｚ

e-Taxの５つのメリット

※一部の書類を除きます

添付書類

提出不要
早期還付

（３週間程度で還付）

書面提出の場合は
１か月～１か月半程度で還付

確定申告期間

24時間利用可能

※メンテナンス時間を除きます

自宅から
申告可能

確定
申告

申告書が

データで取得可能

国税の納付手続はキャッシュレスで！ キャッシュレス納付の
詳しい情報はコチラ

個人事業主の方へ



イケ・サンパークで

出店者を随時募集しています！

事業者掲示板「ビジパブ」 掲載募集中！

お気軽にお問合せください としまビジネスサポートセンター

FAX 03-5992-7088

TEL 03-5992-7022 

月～金 9:30～16:30（祝日、年末年始除く）

http://www.toshima-biz.com/

〒171-8422
豊島区南池袋2-45-1 豊島区庁舎7F

豊島区内事業者と繋がりを目的としたPRの場として、
新しくオープンしたサイトです。
ビジネスマッチングも兼ねていて、「新商品のPRで、
コラボしてみたい」「イベントを行うので参加者募集」
「新規事業を始めたので繋がりが欲しい」などのニーズ
にお応えします。

「ビジパブ」とは？

詳しくはこちらから！

https://www.toshima-biz.com/12_busipub_02new_pr.html

【ビジパブ事例】
詳しくはサイトを
ご覧ください

求人申込の流れ

①事前問い合わせ
豊島区生活産業課管理グループ内職担当まで
（電話またはメールで連絡）
②求人申込み
以下の必要なものをご準備いただき、求人登録。
【必要なもの】
1.登記簿謄本の写し 2.事業概要が分かるもの
3.品物見本 4.作業マニュアル

③あっせん
登録後、内職希望者に求人情報を公開します。
内職のあっせん希望者が登録後、ご連絡します。
※内職のあっせんはご希望にそえない場合もございますので、
ご了承ください。

その他

内職のあっせん希望者は、豊島区在住の方のみです。
比較的簡単にできる仕事（箱の組み立てなど）に、
応募が集まっています。

豊島区 生活産業課 管理グループ 内職担当
【TEL】03-4566-2741
【Eメール】A0014205@city.toshima.lg.jp

お問い合わせ

内職求人登録企業 募集

広く区内外の事業者から、内職求人情報を募集しています。
内職に適した仕事がありましたら、ぜひご連絡ください！

お申込みは
こちら

“毎週末実施中”

mailto:A0014205@city.toshima.lg.jp
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『としまビジネスサポート通信』に関するご意見、ご要望などございましたら、お気軽にお寄せください。
豊島区 文化商工部 生活産業課 商工グループ

TEL 03-4566-2742 FAX 03-5992-7088 MAIL A0029099@city.toshima.lg.jp『としまビジネスサポート通信』に関するご意見、ご要望などございましたら、お気軽にお寄せください。
豊島区 文化商工部 生活産業課 商工グループ

TEL 03-4566-2742 FAX 03-5992-7088 MAIL A0029099@city.toshima.lg.jp

各業種別業況の動き（実績）と来期の予測各業種別業況の動き（実績）と来期の予測各業種別業況の動き（実績）と来期の予測

豊島区 中小企業の景況 202４年7～9月
ー 各業種別業況の動き（実績）と来期の予測 ー

今期の特徴点

【小売業】

業況は悪化に転じた。売上額は前期同様の増加となり、収益は前期並の
水準となった。販売価格は前期同様の上昇が続き、仕入価格は上昇が大き
く強まった。資金繰りは窮屈感がやや強まり、在庫は前期同様の適正水準
で推移し、借入難易度は前期同様となった。「借入をした／借入の予定あ
り」の割合は前期同様で、設備投資を「実施した・予定あり」の割合はやや減
少した。

【製造業】

業況は低調感が大きく強まった。売上額は前期同様の減少が続き、収益
は減益がやや強まった。販売価格は前期同様の上昇が続き、原材料価格
は上昇がやや強まった。資金繰りは窮屈感がやや緩和し、借入難易度は容
易さがやや縮小した。「借入をした／借入の予定あり」の割合、設備投資を
「実施した・予定あり」の割合はともに前期同様となった。

【サービス業】

業況は低調感が大きく強まった。売上額は前期同様の増加となり、収益
は減益が大きく強まった。料金価格、材料価格はともに上昇が大きく強
まった。資金繰りは窮屈感がやや緩和し、借入難易度は厳しさが大きく和
らいだ。「借入をした／借入の予定あり」の割合はやや減少し、設備投資を
「実施した・予定あり」の割合は大きく増加した。

【卸売業】

業況は好転した。売上額は増加に転じ、収益は前期同様の増加が続い
た。販売価格、仕入価格はともに上昇が大きく強まった。資金繰りは前
期同様の容易さとなり、借入難易度は容易さが極端に縮小した。「借入
をした／借入の予定あり」の割合はやや減少し、設備投資を「実施した・
予定あり」の割合は極端に増加した。

【建設業】

業況は好調感が大きく強まった。売上額、受注残、収益はともに前期同
様の増加幅で推移し、施工高は増加幅が大きく縮小した。請負価格は上
昇がやや強まり、材料価格は上昇幅がやや縮小した。資金繰りは容易と
なり、借入難易度は容易さが大きく増した。「借入をした／借入の予定あ
り」の割合、設備投資を「実施した・予定あり」の割合はともに大きく増加
した。

【不動産業】

業況は好調感がやや後退した。売上額、収益はともに増加に転じた。販
売価格は上昇がやや強まり、仕入価格は上昇幅が大きく縮小した。資金繰
りは容易さがやや増し、借入難易度は容易さが大きく縮小した。「借入を
した／借入の予定あり」の割合は大きく増加した。

【調査概要】
１．調査時期 202４年9月上旬
２．調査方法 面接聴取調査
３．調査の対象と回収状況 右表のとおり
４．調査機関 (一社)東京都信用金庫協会
５．分析・作成 (株)東京商工リサーチ

豊島区HPにて、景況報告の詳細・
バックナンバーをご覧いただけます！

業況は前期同様の厳しさで推移、足踏み状態続く

D.I（ディーアイ）は、増加（又は「上昇」
「楽」など）したと答えた企業割合から、
減少（又は「下降」「苦しい」など）した
と答えた企業割合を差引いた数値の
ことで、不変部分を除いて増加したと
する企業と減少したとする企業のど
ちらかの力が強いかを比べて時系列
的に傾向をみようとするものです。

D I

調査対象事業所数有効回答事業所数

製 造 業 46 46

卸 売 業 14 13

小 売 業 52 52

サービス業 42 37

建 設 業 26 24

不 動 産 業 18 18

合 計 198 190


